


 

公明党神奈川県議会議員団 

 

県政調査報告書 
 

 
広島大学教育学部にて（ 左から 髙橋稔議員、 赤井かずのり 議員）  

 
 

 

日程： 平成3 1 年1 月3 1 日(木)～2 月2 日(土) 



 

県政調査日程表 

 

  

日 
月日

( 曜)  
調査地 現地時間 交通機関 調査箇所及び調査内容 

１  
1月31日 

（ 木）  

 

 

 

●広島県 

東広島市 

 

午前 

 

午後 

 

航空機 

 

公共交通機関 

 

 

新幹線 

 

 

移動（ 羽田空港～広島空港）  

 

●広島大学 

・ 広島Ｅ Ｓ Ｄ コ ンソ ーシアムの取組について 

 

移動（ 東広島駅～姫路駅）  

２  
2月1日 

（ 金）  

 

●兵庫県 

 高砂市 

 

●兵庫県 

 神戸市 

 

 

午前 

 

 

午後 

 

 

 

公共交通機関 

 

 

公共交通機関 

 

 

●株式会社カ ネカ  高砂工業所 

・ 生分解性プラ スチッ ク について 

 

●神戸大学大学院工学研究科 

・ 最先端技術・ ロボッ ト の研究について 

３  
2月2日 

（ 土）  

 

 

 

●愛知県 

名古屋市 

 

午前 

 

午後 

 

 

 

 

新幹線 

 

公共交通機関 

 

 

新幹線 

 

 

移動（ 新神戸駅～名古屋駅）  

 

●名古屋大学減災連携研究センタ ー 

・ 減災への取組について 

 

移動（ 名古屋駅～小田原駅/新横浜駅）  
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訪問先その１  

広島大学 

所在地  広島県東広島市鏡山１ －１ －１  

     広島大学東広島キャ ンパス 大学院教育学研究科内 

応対者  広島大学副理事（ 附属学校担当） ・ 大学院教育学研究科教授 

 由井義通様 

  調査項目 広島Ｅ Ｓ Ｄ コ ンソ ーシアムの取組について 

       概要説明、 質疑応答・ 意見交換 

 

１  広島Ｅ Ｓ Ｄ コ ンソ ーシアムについて 

広島大学を 代表団体と し て設立さ れた「 広島Ｅ Ｓ Ｄ コ ンソ ーシアム」 では、

広島県内の大学、 県市町の教育委員会、 企業、 専門機関と 連携し 、 世界平和に

貢献する グロ ーバル人材を 育成でき る教員や学生の養成に取り 組んでおり 、 平

成30年度文部科学省「 グロ ーバル人材の育成に向けたＥ Ｓ Ｄ の推進事業」 にも

採択さ れている。  

同団体における Ｅ Ｓ Ｄ （ 持続可能な社会の担い手を 育む教育） の普及発展に

向けた取組を調査するこ と により 、 神奈川県の学校教育の取組の参考と する。  

 

( １ )  Ｅ Ｓ Ｄ コ ンソ ーシアムの設立背景 

広島大学教育学研究科には、 以前より 教員による組織であるユネスコ スク

ール委員会があり 、 ユネスコ アジア文化センタ ーが組織する「 ユネスコ スク

ール支援大学間ネッ ト ワーク 」 に2011年より 加盟し て、 ユネスコ スク ールの

加盟申請支援や加盟後の活動支援を行っ てき た。  
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従来、 学内においては、 ユネスコ コ ンソ ーシアムを設立し てはどう かと い

う 要請があり 、 2016年に文部科学省ユネスコ 活動費補助金に「 グローバル人

材を育成するための教員を 研修・ 養成するためのコ ンソ ーシアム」 と いう 理

念を掲げ応募し 採択さ れた。  

 

( ２ )  運営体制、 財源や事務局体制について 

運営は、 ユネスコ コ ンソ ーシアム事務局を 中心に行われている。 ユネスコ

スク ール委員会の教員、 大学内の研究支援担当の職員などに協力を 得る事も

あり 、 週に一度程度の頻度で集まり 、 事業運営に関するミ ーティ ングを開催

し ている。  

主な財源は文部科学省ユネスコ 活動費補助金であり 、 事業によっ ては大学

の運営交付金で賄う と き も ある。  

事務局の体制は、 年度により 変わるが、 基本的に教授１ 名を中心に、 特任

助教１ 名、 研究員１ 名、 大学院生１ 名で構成さ れている。  

 

( ３ )  県等行政と の関わり について 

広島県教育委員会、 広島市教育委員会、 東広島市教育委員会が、 コ ンソ ー

シアム構成団体と し て加盟し ている。 コ ンソ ーシアム関連事業に関し ては、

各学校へ広報をし ても ら う と と も に、 広島県教育委員会、 広島市教育委員会

から は後援を し ても ら っ ている。  

また、 広島県教育委員会から は、 義務教育指導課Ｅ Ｓ Ｄ 担当と 連携し 、 ユ

ネスコ スク ールを中心と し たＥ Ｓ Ｄ の普及・ 啓発に協力を いただいている。  

    

( ４ )  今後の課題について 

ア 研修・ 視察での課題 

よ り 多く の教員、 学生へＥ Ｓ Ｄ の概念、 実践の取組を 知っ ても ら う こ と

が課題である 。 コ ンソ ーシアムが開催し た研修会の参加者数は、 今年度は

総計710名であり 、 ３ 年の事業期間では９ 回の研修会に対し て、 延べ1, 700

名の方々の参加があっ た。  

し かし 、 参加する学校に偏り があり 、 Ｅ Ｓ Ｄ に関心の薄い学校も 依然と

し てある こ と から 、 よ り 多く の教員、 学生に周知し ていく 方法を 考える 必

要がある。  

 

  イ  研修内容の再編 

コ ン ソ ーシアムの設立当初、 Ｅ Ｓ Ｄ の取組が公的にも 実践面でも 浸透し

ているド イ ツ から 学ぶための研修旅行を 計画し た。 ド イ ツ 研修旅行を １ 回

開催し 、 ド イ ツ から 講師を 迎え、 その取組を 紹介する講演会を 開催し たが、

文部科学省と の方針に齟齬があり 、 方向性を 変更せざる を 得ない部分も 生

じ た。  
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ウ 事業終了後の活動の継続 

平成30年度で事業が終了するこ と から 、 財源確保はも と よ り 、 新たな運

営体制の構築や連携が必要と なっ てく る 。 現在、 Ｅ Ｓ Ｄ を 牽引するステー

ク ホルダーは、 コ ンソ ーシアム以外にも 各地方のＥ Ｓ Ｄ 支援セン タ ー、 ユ

ネスコ 連絡協議会、 ユネスコ スク ール連絡協議会、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 関連のプロ ジ

ェ ク ト など多く あり 、 こ れら と どのよう に連携し ていく かが課題である。  

 

エ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に関する課題 

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に関し ては、 現在のと こ ろ 企業によ る取組が多く みら れる 。 企

業の社会的責任の面から も 意義がある と 考えて取り 組む企業が多いも のと

考えら れ、 こ う し た企業の取組を Ｅ Ｓ Ｄ や学校教育に取り 入れていく 意義

は大き いが、 一方で教育の中立性の面から 、 どこ までの連携を 図るかと い

う 線引きについて慎重な検討を要する面も ある。  

 

 

２  質疑応答 

問 コ ンソ ーシアム発足のきっ かけは。  

答 ユネスコ スク ール支援大学間ネッ ト ワーク の支援活動の運営委員と し て活

動する 中で、 グローバル人材の育成に向けたＥ Ｓ Ｄ の取組が急務である と 感

じ た。 特に、 教員自身にグロ ーバルな人材になっ ても ら う こ と が重要であり 、

そのためには教員研修の充実が課題で ある こ と から 、 教育改革の柱と し て

「 Ｅ Ｓ Ｄ で教育を 改善し よう 」 と いう テーマを 掲げ、 コ ン ソ ーシアムを 発足

し た。 教員の思考力を養う ために講義形式を と ら ず、 アク ティ ブラ ーニング

方式を 採用する こ と で多様な思考力を 養い、 参加する 全ての教員の認識の底

上げを図っ ている。  

 

 問 ユネスコ スク ールの必要性についてどのよう にお考えか。  

答 Ｅ Ｓ Ｄ の普及・ 啓発の協力に欠かせないのが、 ユネスコ スク ールであり 、

Ｅ Ｓ Ｄ の推進拠点と し て位置づけら れている 。 都道府県により 、 ユネスコ ス

ク ール加盟校は偏在し ており 、 神奈川県では中高一貫校１ 校、 高等学校も ３

校し かないのが現状である。 今後、 Ｅ Ｓ Ｄ の推進を 図る上では加盟校の増加

を 目指すこ と が必要と 思われるが、 現在、 加盟申請から 正式認定に至る 手続

き には、 原則と し て１ 年間以上のチャ レ ンジ期間を 経た上で活動報告書を 提

出し 、 ユネスコ 国内委員会の確認後、 パリ のユネスコ 本部で認定を 受ける必

要があり 、 短期間での校数増は制度的に難し い状況と なっ ている。  
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３  まと め 

広島Ｅ Ｓ Ｄ コ ン ソ ーシアムでは、 世界的諸問題に対する問題解決能力を 向上

さ せる教育プログラ ムの創造等、 教員や学生のＥ Ｓ Ｄ の実践力の強化に向けて

積極的な取組を展開し ている。  

神奈川県におけるＥ Ｓ Ｄ の推進に向けて、 由井教授のこ れまでのＥ Ｓ Ｄ への

取組を 踏まえた見解は非常に参考になる も のであり 、 短い訪問時間ではあっ た

が充実し た視察であっ た。  

Ｅ Ｓ Ｄ はユース世代へのアプローチと し て受け止めがちだが、 由井教授自身

がユネスコ スク ール加盟申請支援などに運営委員と し て携わっ た経験から 、 最

も 重要なこ と はグローバルな視点と 能力を 擁する教員の養成であると いう 。  

視察時のやり 取り から は、 こ れから の国際社会を 生き 抜く 次代の人材を 育て

る 教員こ そ、 グロ ーバルな思考に立ち、 アク ティ ブラ ーニングが必要と の熱い

思いが伝わっ てき た。  

ユネスコ スク ールがＥ Ｓ Ｄ の普及・ 啓発に重要な役割を 果たすこ と を 伺い、

神奈川県でも 早速、 ユネスコ スク ールへの加盟促進を図るべく 尽力し たい。  

平成31年１ 月30日、 パシフ ィ コ 横浜で神奈川県主催のも と 開催さ れた、 「 Ｓ

Ｄ Ｇ ｓ 全国フ ォ ーラ ム2019」 の掉尾では、 次世代から のメ ッ セージと し て、 中

高一貫校で県内唯一、 ユネスコ スク ール加盟の湘南学園中学校高等学校によ る

プラ ごみ問題などの取組の紹介が行われた。 次代を 担う 生徒たち の、 ワク ワク

するよう な発表を傾聴し 、 心新たな気持ちになっ た。  

是非ユネスコ スク ール加盟校を 増やし て、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 先進県神奈川を 全国にア

ピールし てまいり たい。  
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訪問先その２  

株式会社カ ネカ  高砂工業所 

所在地  兵庫県高砂市高砂町宮前町１ －８  

応対者  総務グループリ ーダー    糀谷 正芳様 

       Ｂ Ｄ Ｐ 生産グループリ ーダー 松本 健 様 

  調査項目 生分解性プラ スチッ ク について 

       概要説明、 所内見学、 質疑応答・ 意見交換 

 

 

 

１  生分解性プラ スチッ ク について 

 株式会社カ ネカ は、 海水中の微生物によ る分解が可能な生分解性プラ スチッ

ク について、 日本で初めて国際的な認証を 受け、 今後、 高砂工業所における 生

産規模を拡大するこ と と し ている。  

 高砂工業所における 生分解性プラ スチッ ク の製造について調査する こ と によ

り 、 本県の環境保全の取組の参考と する。  

 

( １ )  カ ネカ における低環境負荷への取組について 

カ ネカ では、 次の６ 項目から なるレ スポン シブル・ ケア基本方針を定めて

いる。  

① 自然の生態系の保護と 環境負荷の低減 

② 安全な製品及び情報の提供 

③ 環境・ 安全面に配慮し た製品・ 技術の開発 

④ 廃棄物の減量と プラ スチッ ク リ サイ ク ルの推進 
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⑤ 保安防災と 労働安全衛生の向上 

⑥ 社会から の信頼性の向上 

また、 環境保全と 汚染防止の考え方を定めた「 高砂工業所環境方針」 に沿

っ て、 環境保全に向けた取組を継続的に行っ ており 、 環境マネジメ ント 組織

による環境維持向上を 目的と し た監査や従業員の教育を はじ め、 環境負荷の

低減を 目指し た温暖化防止対策や汚染物質の排出量削減、 リ サイ ク ル活動な

ど様々な取組を行っ ている。  

高砂工業所では、 1997年から 大気汚染物質の自主削減計画を作成し ており 、

大気汚染の低減計画だけでなく 、 地球温暖化・ 水質汚濁の防止、 産業廃棄物

の削減にも 取り 組んでいる。  

環境マネジメ ント 組織による監査や教育を 行う と と も に、 環境マネジメ ン

ト システムの整備にも 余念がなく 、 し っ かり 構築し ており 、 2000年１ 月にＩ

Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ １ の認証を取得し 、 Ｉ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ １ に基づいた環境内部監査

や従業員の訓練・ 教育、 また外部機関による審査により 、 そのレベル向上に

努めている。  

さ ら に、 カ ネカ では、 生産活動に伴っ て発生する 環境負荷を Ｊ Ｅ Ｐ Ｉ Ｘ

（ 環境政策優先度指数日本版） の手法で統合し た環境影響ポイ ント で評価し 、

それを 用いた環境効率の評価を行っ ている。  

カ ネカ グループでは、 様々な環境施策に取り 組んでおり 、 2017年度から は

環境に配慮し た経営を 掲げ、 環境配慮製品を 定義し 、 その充実・ 拡大を図っ

ている。  

 

( ２ ） カ ネカ の環境配慮製品について 

   カ ネカ では、 先に述べたよう に様々な環境配慮製品の充実・ 拡大に取り 組

んでいる。 例えば、 創エネ分野では太陽光発電システムを、 畜エネ分野では

住宅用定置型電池を開発し 、 ク リ ーンで持続可能なエネルギーを提供し 、 ソ

リ ュ ーショ ンを提案し ている。 また、 省エネ分野では、 住宅用の新熱材と し

てカ ネパールを使用し 、 環境負荷低減に向けては生分解性樹脂製品であるＰ

Ｈ Ｂ Ｈ を開発し ている。  

 

( ３ )  カ ネカ 生分解性ポリ マーＰ Ｈ Ｂ Ｈ について 

カ ネカ 生分解性ポリ マーＰ Ｈ Ｂ Ｈ は、 植物油などのバイ オマスを 原料と し

た100％植物由来のポリ マーであり 、 自然界に存在する多く の微生物によ り

分解さ れ、 最終的には炭酸ガスと 水になる。 微生物体内にポリ マーを高度に

蓄積さ せ、 それを取り 出すク リ ーンプロセスで生産さ れる。  

優れた生分解性、 耐加水分解性、 耐熱性、 ガスバリ ア性を 有し 、 加えて、

海水中を含む様々な条件下においても 優れた生分解性を 示すこ と から 、 食品

包装材、 農業・ 土木資材、 海洋資材などの幅広い用途への利用が期待さ れて

おり 、 二酸化炭素の排出量削減や地球環境保全に貢献するも のである。  
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（ 株式会社カ ネカ 高砂工業所 提供資料）  

 

( ４ )  生分解性ポリ マーＰ Ｈ Ｂ Ｈ の生産規模の拡大について 

Ｐ Ｈ Ｂ Ｈ の生産設備は、 装置産業に特有の配管が張り 巡ら さ れた工場であ

り 、 国内において年間1, 000ト ンの実証設備である。 現在、 約25億円を 投資

し 、 2019年末には生産能力を 年間5, 000ト ン ま で 増強する こ と を 目指し て

着々と 工事が進めら れている。  

現在、 海洋汚染の原因と し て、 プラ ごみが劣化し てでき た５ ミ リ 以下の粒

である「 マイ ク ロプラ スチッ ク 」 が注目さ れている。 欧州では使い捨てプラ

スチッ ク 製品の流通を 禁じ る法案が採択さ れ、 米大手飲食企業などでも 既存

のプラ スチッ ク 製スト ローの提供をやめる動き がある。  

こ のよう なこ と を背景と し て、 生分解性プラ スチッ ク の世界の生産能力は

2022年には100万ト ンを 超え、 市場は急拡大すると いわれている。  

 

( ５ )  今後の展開について 

視察で訪問し た２ 月１ 日、 株式会社カ ネカ  Ｉ Ｒ ・ 広報部は、 カ ネカ 生分

解性ポリ マーが欧州委員会により 食品接触材規則のポジティ ブリ スト に掲載

さ れたこ と を 発表し た。 こ れにより 、 欧州連合全域でＰ Ｈ Ｂ Ｈ がド ラ イ フ ー

ド 用途に使用でき るこ と と なり 、 今後、 スーパーマーケッ ト のフ ルーツ・ ベ

ジタ ブル袋に加え、 シリ アル、 生パスタ などのド ラ イ フ ード 包装材用途での

拡大販売に注力すると のこ と である。  

カ ネカ では、 全ての食品に対する認可プロセスを 進め、 スト ローやコ ッ プ、

ナイ フ 、 フ ォ ーク 、 スプーンなどのカ ト ラ リ ーを はじ め全食品接触用途での

適用拡大を目指すと し ている。  
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（ 株式会社カ ネカ 高砂工業所 提供資料）  

 

２  意見交換 

播磨臨海工業地帯に位置する 高砂工業所の沿革、 高砂市における当工業所の

存在の大き さ 、 も と も と 当該地域は江戸時代から 工業用水が豊富であり 、 多く

の人々の出会いの場であり 栄えたと こ ろ であり 、 高砂の地名通り の人生の出港

の港であるこ と などを伺っ た。  

こ の地において新たな物質が発見さ れたこ と にも 不思議なも のを感じ ら れた。

と いう のも 、 生分解性ポリ マーの生産に必要な微生物について伺っ たと こ ろ 、

なんと 高砂工業所内の敷地から 見つけるこ と ができ たと いう こ と であっ た。  

また、 Ｐ Ｈ Ｂ Ｈ の生産設備を 案内し てく ださ っ たＢ Ｄ Ｐ 生産グループリ ーダ

ーの松本氏は、 私たち の視察の前日に欧州出張から 帰国さ れたばかり と いう こ

と であり 、 今後、 生分解性ポリ マーＰ Ｈ Ｂ Ｈ の存在感が世界的に極めて大き く

なると 実感し た。  

カ ネカ には４ つの事業領域があり 、 その中に成長戦略を 実行するための９ つ

のド ラ イ ビング・ フ ォ ースを 置いている。 １ つ目の事業領域は「 地球環境保護

と 快適な暮ら し に貢献」 、 ２ つ目の事業領域は「 省エネルギーと 豊かなく ら し

の創造に貢献」 、 ３ つ目の事業領域は「 高齢化社会・ 医療高度化社会に貢献」 、

４ つ目の事業領域は「 健康と 豊かな食に貢献」 と いう こ と であっ た。  

本県が進める未病を改善すると いう 施策と の共通項も 多く あり 、 事業領域で

具体的に生産活動し ていく 上でのご苦労や課題などについて、 意見交換の中で

伺う こ と ができ た。  
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３  まと め 

本視察は、 プラ ごみゼロ 宣言を 発し た神奈川県の議員と し て、 プラ スチッ ク

製品の生産における技術革新の最先端を し っ かり と 認識し なく てはなら ないと

いう 思いから 企画し た。  

マイ ク ロプラ スチッ ク 汚染が世界的な社会問題になっ ている今日、 欧州では

使い捨てプラ スチッ ク 削減に向けての各種規制が強化さ れており 、 生分解性プ

ラ スチッ ク の生産能力の拡大は急務である。  

その中で貢献し ている「 カ ガク でネガイ を カ ナエル」 会社、 カ ネカ のバイ オ

テク ノ ロ ジーと 高分子技術によ る 技術力と 品質保証はも ちろ ん、 環境保全への

一貫し た強い意志による研究開発には畏敬の念を 覚えたと こ ろ である。  

播磨灘の豊富な水の都から 世界の水を 守るためのたゆまぬ努力と と も に生分

解性ポリ マーＰ Ｈ Ｂ Ｈ が生まれた意義を強く 感じ た視察であっ た。  
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訪問先その３  

神戸大学大学院工学研究科 

所在地   兵庫県神戸市灘区六甲台町１ －１  

応対者   神戸大学大学院工学研究科機械工学専攻 設計生産講座 

複雑系機械工学分野 

博士（ 工学） 教授  横小路 泰義様 

博士（ 工学） 准教授  田﨑 勇一様 

博士（ 工学） 助教  永野 光 様 

調査項目 最先端技術・ ロボッ ト の研究について 

        概要説明、 質疑応答・ 意見交換 

 

 
 

１  最先端技術・ ロボッ ト の研究について 

神戸大学大学院工学研究科は、 社会に役立つ応用研究の展開と 、 その成果の

社会還元を 目指し ており 、 機械工学専攻の研究室においては、 熱流体エネルギ

ー、 材料物理、 設計生産の各分野において、 基礎的研究だけでなく 様々な応用

につなげるこ と のでき る研究を 進めている 。 こ う し た研究内容を 調査する こ と

により 、 神奈川県の産業振興の取組の参考と する。  

 

( １ )  複雑系機械工学研究室における研究内容について 

複雑系機械工学研究室では、 遠隔操縦システムやバーチャ ルリ アリ ティ ー

など、 人と 機械と が相互作用するよう なシステムの研究、 ロボッ ト ハンド に

よる把持操り や人の手の機能解析などのマニピュ レーショ ンに関する研究、

車輪型移動ロボッ ト による環境認識・ 地図生成や２ 足歩行ロボッ ト の歩行・  

転倒回避制御などの移動ロボッ ト に関する研究を行っ ている。  

特に興味深いのは、 人間のよう に器用に物を操るロボッ ト ハンド の実現を

目指し た研究である。 こ れは、 人の手の外観にはこ だわら ず、 人の動作を も

と にし て「 器用さ 」 の本質を理解し 、 同様に器用な動作ができ るよう なロボ

ッ ト を 簡単な機構で実現するも のである。  

具体的な作業と し て、 「 折り 紙作業」 を取り 上げて研究し ており 、 人間の
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よう に器用に折り 紙を 折れるロボッ ト の実現を目指し ている。  

また、 産業応用を目指し て、 ロボッ ト セル生産システムにおいて様々な部

品を把持するこ と のできる汎用的なハンド の機構と 把持戦略の設計にも 取り

組んでいる。  

 

( ２ )  工学技術の活用について 

神戸大学工学部は「 学務と 実務の両立と こ れを支える自主的研究の尊重」

を掲げ、 1921年に旧制神戸高等工業学校と し てスタ ート し 、 現在は建築学科、

市民工学科、 電気電子工学科、 機械工学科、 応用化学科、 情報知能工学科の

６ 学科で構成さ れている。  

こ れら の工学技術を 身につけた卒業生は３ 万人を 超えており 、 文字通り 工

学を通じ て科学と 人間の生活と を橋渡し する学問と なっ ている。  

神戸大学では、  

① 幅広く 高度な専門知識を持ち、 社会に貢献する技術者 

② 研究・ 開発のマネージャ ーと し て活躍でき るゼネラ リ スト  

③ 大学院へ進学し 、 研究者や高度専門職の道を究める人材 

を人材像と 定め、 こ れら の人材を育成するために、 工学の基礎から 応用へと

系統的に設けら れたカ リ キュ ラ ムにより 工学の基礎学力を習得し 、 さ ら に卒

業研究において最先端研究に従事し 問題解決力、 創造力、 コ ミ ュ ニケーショ

ン能力、 表現力を体得するこ と を目指し ている。  
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２  意見交換 

神奈川県においてはＳ Ｄ Ｇ ｓ に力

を いれている が、 神戸大学において

はどのよ う に取り 組んでいるのか、

ま た 、 神戸大学におい て はＨ Ｐ Ｃ

（ スパコ ン を 利用する 高性能計算）

と Ｉ Ｏ Ｔ （ 広域ネッ ト ワーク 化情報

技術） の連携によ り 、 情報通信デバ

イ スと Ｉ Ｔ 応用技術分野での世界先

端の研究開発を 推進し ているが、 人

工知能が活躍する 社会が到来し てい

る こ と と あわせてどのよう に考える か、 本来人工知能と はどのよ う に用いら れ

るべきか、 などについて意見交換を行っ た。  

 

３  まと め 

 神戸大学はＳ Ｄ Ｇ ｓ の達成のために果た

すべき役割を明確にし て取り 組んでいる。   

具体的には、 こ れまでの組織再編の中で

成し 遂げてき た文理融合、 新学術領域の開

拓等における 成果を 活かし つつ、 全学の広

い分野においてＳ Ｄ Ｇ ｓ を目指し た取組を

推進し 、 地域創生や産業界と の連携に際し

ても Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の理念が共有でき るよう 努め、

その取組の成果を 広く 国内外に発信し てい

く こ と を宣言し ている。  

 視察当日、 最初から 最後まで対応し てい

ただいた横小路教授は、 2017年に日本機械

学会フ ェ ローに認定さ れ、 さ ら に公益社団

法人計測自動制御学会フ ェ ロ ーにも 認定さ

れている。  

横小路教授は、 人間の「 すごワザ」 であ

る折り 紙を ロボッ ト に伝授する こ と を 考え、

その技術の実現に取り 組まれている。  

機械と は人間の機能の外化であると いう 。  

人間より も 遥かに大き な力を 生み出す産業機械や、 人間より も 速く 正確な計算

を 行う コ ンピ ュ ータ ーなどは分かり やすい例であり 、 ロ ボッ ト に折り 紙を さ せ

るこ と も その具現化例の一つである。  

一方で、 未だにロボッ ト は人間と 全て同じ こ と はでき ない。 例えば、 人間の

手に模し たロ ボッ ト の細い棒状の指を微細に個別制御するこ と で簡単な折り 紙
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はできるが、 紙が持つ「 ゆら ぎ」 と いう 性質には対応が難し いと いう 。   

人間は「 ゆら ぎ」 による 微妙な誤差を 経験や勘によ っ て無意識に処理し てい

る 。 こ のよう な子ども でも でき る こ と を 、 人間より も 正確で速い動き ができ る

はずのロ ボッ ト が行おう と する と 非常に難し く なる 。 し かし 、 だから こ そ追求

のし 甲斐があるのだと いう 研究に対する熱意を強く 感じ た視察であっ た。  

こ のよ う な挑戦意欲に溢れる 学生たち が、 ロ ボッ ト コ ンテスト などを 通じ て

知識と 技術を 磨き 上げるこ と で、 新たな「 夢」 が実現するのであり 、 こ のこ と

は持続可能な社会づく り にも 資する重要な要素であると 強く 思っ た次第である。  
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訪問先その４  

名古屋大学減災連携研究センタ ー（ 減災館）  

所在地  愛知県名古屋市千種区不老町 名古屋大学減災館 

応対者  減災連携研究センタ ー 

ラ イ フ ラ イ ン地盤防災産学協同研究部門 

     特任助教 北川 夏樹様 

  調査項目 減災への取組について 

       概要説明、 館内見学、 質疑応答・ 意見交換 

 

 

１  減災への取組について 

減災研究の拠点と し て設立さ れた名古屋大学減災連携研究セン タ ーは、 災害

に対する 研究・ 備え・ 対応の場と し て「 減災館」 を 建設し 、 減災を実現する た

めの人材育成や教育啓発を 行っ ている。  

同セン タ ーにおける 減災社会の構築に向けた取組を 調査するこ と によ り 、 神

奈川県の安全防災の取組の参考と する。  

 

( １ )   名古屋大学減災連携研究センタ ーについて 

名古屋大学減災連携研究センタ ーは、 中部地方を 中心と する南海ト ラ フ

巨大地震が懸念さ れる 中、 地域の中心施設であり 基幹大学である 名古屋大

学において、 減災に対する 取組を 進める ために、 2010年12月に仮発足、

2012年１ 月に専任教員を配置し て正式発足し た。  

また、 2018年６ 月には行政や産業界と 連携し て「 あいち・ なごや強靱化

共創セン タ ー」 を 設立。 更に、 東海地域の６ 国立大学法人が連携する 「 東

海圏減災研究コ ン ソ ーシアム」 、 国交省中部地方整備局、 愛知県防災安全

局、 名古屋市防災危機管理局や静岡県危機管理部などと 社会連携を図っ て

いる。  
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全国的に見ても 先駆的な組織と し て設立さ れた「 あいち ・ なごや強靱化

共創セン タ ー」 は、 名古屋大学減災連携研究センタ ーと 連携し た研究を し 、

産学官の協力で強靱な社会の創設に向けて、 減災の実現を 目指し て、 具体

的な対策を 進めている。  

名古屋大学減災連携研究センタ ーでは、 先進的な防災機材の研究開発、

防災アカ デミ ーの創設によ る 防災人材の育成・ 交流、 セミ ナーの開催など、

人材育成プロジェ ク ト を積極的に進めている。  

 

 （ 減災館建物模型）  

 

（ ２ ）  減災館について 

名古屋大学減災連携研究センタ ーに関わる 研究者が最先端の減災研究を行

う と と も に、 減災に向けた社会連携の拠点と し て、 2014年3月に完成し た。  

減災館には、 名古屋大学の災害被害を減ずるための災害対策室と 、 地域の

様々な団体などと の連携により 、 減災社会を 実現する減災連携研究センタ ー

が入っ ており 、 主と し て次のよう な機能が期待さ れている。  

① 研究推進の場 

     耐震実験のさ まざまな設備を 持つ減災館をフ ィ ールド と し て、 分野を超

えた研究者が連携し て減災対策の研究を進めている。  

② 地域の備え実現の場 

        防災を 担う 人づく り を 推進し て地域協働を進め大規模災害に備える と と

も に、 様々な展示を 通し て市民と 共同で日頃の備えを 学び、 実践し ていく 。

また、 自家発電や太陽光発電、 備蓄品を常備し ている。  

③ 「 いざ、 その時」 の地域の対応拠点の場  

  巨大災害発生時には、 大学や地域の災害対応の一大拠点と なる。  
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（ ３ ） 減災館における取組 

   ① 自然災害や防災・ 減災に関する「 先端的研究施設」  

     建物全体が耐震・ 免震・ 制振技術に関する研究開発の実践・ 実証の場と

なっ ている。 屋上階にも 免震構造の実験施設を載せた弾性免震構造と し 、

各種センサーを設置するこ と で、 様々な研究開発や実証実験が可能な環境

を整えている。  

   ② 備えを促す「 防災啓発・ 人材育成施設」  

     いつでも 誰でも 免震装置を見学でき る、 免震ギャ ラ リ ーを はじ め、 触る

こ と のできる 各種の耐震実験教材や揺れの体験装置を 備え、 耐震・ 免震に

関する体験型の学習と と も に、 市民向けの様々な講習会・ セミ ナーを定期

的に開催し ている。  

③ 災害時に地域を守る「 災害対応施設」  

東海地域の災害対応拠点と し て大規模災害時に、 災害対策本部を配置し 、

高性能の免震システムに加え、 災害時に機能維持するための様々な設備・

資機材を準備し ている。  

 

（ 建物の免震化に活用さ れる「 直動こ ろがり 支承」 ）  

毎日、 減災館の教員が減災に関する レ

ク チャ ーを行う ギャ ラ リ ート ーク 。  

視察で訪問し た日は、 被災地における

入浴困難について、 北川氏による 講演

が行われた。  



17 

 
 

２  まと め 

減災に向けた取組について、 本県では「 神奈川県地震防災戦略」 （ 平成28年

３ 月改定） を 策定する など、 県民総ぐ る みで防災・ 減災対策に取り 組むこ と と

し ており 、 地域防災を 担う 人材の育成を 図るこ と で「 災害に強い神奈川」 を 目

指し ている。  

地震のみなら ず、 近年大規模な自然災害が頻発する 中で、 「 減災館」 におけ

る 防災・ 減災に向けた取組について調査し たこ と で、 本県の防災・ 減災対策の

備えと し ていき たい。  

 


